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東奈良敬愛保育園 重要事項説明書 

  

保育の提供の開始にあたり、当園があなたに説明すべき内容は、次のとおり

です。 

  

１ 施設運営主体 

名  称 社会福祉法人智恩福祉会 

所 在 地 茨木市白川２丁目１３番２５号 

電 話 番 号 ０７２－６３７－１３１３ 

代表者氏名 理事長 城谷 星 

 

   ２ 利用施設 

施 設 の 種 類 保育所 

施 設 の 名 称 東奈良敬愛保育園 

施 設 の 所 在 地 茨木市東奈良３丁目３番１号 

連  絡  先 電話番号 ０７２－６３０－１１００ 

ＦＡＸ  ０７２－６３０－６６６３ 

管  理  者 園長 池田 仁美 

対 象 児 童 児童福祉法及び子ども・子育て支援法の定めるところによ

り、保育を必要とする小学校就学前児童 

利 用 定 員 満３歳以上の児童             ５４人 

満１歳以上満３歳未満の児童        ２９人 

満１歳未満の児童              ７人 

開 設 年 月 日   １５年 ４月 １日 

事 業 所 番 号  

 

３ 施設の目的・運営方針 

  当園は、以下の運営方針に基づき、保育を必要とする児童を日々受け入れ、

保育を行うことを目的とします。 

 ⑴ 当園は、保育の提供に当たっては、入園する乳児及び幼児（以下「園児」

という。）の最善の利益を考慮し、その福祉を積極的に増進することに最も

ふさわしい生活の場を提供するよう努めます。 

 ⑵ 当園は、保育に関する専門性を有する職員が、家庭との緊密な連携の下

に、園児の状況や発達過程を踏まえ、養護及び教育を一体的に行います。 

 ⑶ 当園は、園児の属する家庭や地域との様々な社会資源との連携を図りな

がら、園児の保護者に対する支援及び地域の子育て家庭に対する支援等を

行うよう努めます。 
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４ 当園における施設・設備等の概要 

⑴ 施 設 

敷 地 敷地全体 ４９５．８９㎡ 

園庭 ２１０．３１㎡ 

園 舎 構 造 鉄筋コンクリート造 

延べ面積 ４８７．０２㎡ 

 

５ 職員の設置状況 

 当園では、「大阪府児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例

（平成 24 年 11 月１日大阪府条例第 103 号。以下「条例」という。）」に定

める基準に基づき、保育の提供に必要な職員を配置しています。 

 

＜各職種の勤務体系＞ 

※ 各職員の勤務体制により、保育士の勤務日・勤務時間帯は異なります。 

 

６ 保育を提供する日 

  保育を提供する日は、月曜日から土曜日までとします。 

  ただし、年末年始（１２月２９日から１月３日 ）及び祝祭日は休園とな

ります。 

 

７ 保育を提供する時間及び利用時間 

  当園が保育を提供する時間及び保護者が実際に保育を利用する時間は、次

のとおりとします。 

(1)  保育標準時間認定に係る保育時間 

   保育標準時間認定に係る支給認定証を市町村から交付されている方の場

合、７時３０分から１８時３０分までの範囲内で、保育を必要とする時間と

なります（実際に保育を提供する日及び時間帯は、就労時間その他保育を必

要とする時間を勘案し、当園との協議のうえで保護者ごとに個別に決定させ

ていただきます。） 

   なお、７時３０分から１８時３０分までの範囲以外の時間帯において、

やむを得ない理由により保育が必要な場合は、１９時までの範囲内で、時間

外保育を提供いたします。時間外保育の利用に当たっては、市町村にお支払

いいただく通常の保育料の他に、１５分 ５００円 又は事前に延長保育を

登録されている方は 月２、５００円 の別途利用者負担が必要となります。 

  （土曜日の１８時３０分以降の延長保育はありません。） 

 (2) 保育短時間認定に係る保育時間 

 保育短時間認定に係る支給認定証を市町村から交付されている方の場合、

８時３０分から１６時３０分までの範囲内で、保育を必要とする時間となり

ます（実際に保育を提供する日及び時間帯は、就労時間その他保育を必要と
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する時間を勘案し、当園との協議のうえで保護者ごとに個別に決定します）。 

   なお、７時３０分から１６時３０分までの範囲以外の時間帯において、

やむを得ない理由により保育が必要な場合は、７時３０分から８時３０分ま

で及び１６時３０分から１９時までの範囲内で、時間外保育を提供いたしま

す。時間外保育の利用に当たっては、市町村にお支払いいただく通常の保育

料の他に、１５分 ５００円 別途利用者負担が必要となります。（土曜日

の１８時３０分以降の延長保育はありません。） 

(3) 最終登園時間 

   保育標準時間認定、保育短時間認定のいずれの認定を受けた場合であっ

ても、最終登園時間は９時となっております。都合によりやむを得ない場

合を除き、９時までに登園していただきますようお願いします。 

   仕事が休みの平日は届出の保育時間ではなく、休園または短時間の保育時間に 

なります。在宅勤務の方は就業時間に合わせた登降園時間でお願いします。 

   育休・通院等で保育が必要な場合は９時から１６時以内での保育（平日） 

になります。 

 

８ 提供する保育等の内容 

   当園は、保育所保育指針（平成２９年厚労告１１７）を踏まえ、以下の

保育その他の便宜の提供を行います。 

 ⑴ 特定教育・保育及び時間外保育の提供 

   上記７に記載する時間において、保育を提供します。 

 ⑵ 保育の内容 

   保育における基本的な考え方 

   生まれてきた子どもの心や体は、自由自在で無限の可能性を秘めていま

す。未来の社会へ育っていく為には、環境はとても大切です。子ども達

ひとり一人が生まれながらに持っている素晴らしい個性や才能を伸ばせ

るように私達は、人格形成の基礎となるこの時期の子ども達を 温かな

愛情と豊かな環境の中で、ゆっくりじっくりと育てたいと考えています。 

◎ 仏の教えに基づいた「心」を育てる保育 

当園では、毎朝御仏様に合掌礼拝し、今日生かされている自分に感謝し心

を落ち着け、自らを省みる生活習慣を身につけます。このような敬いの心

は「ありがとう」という感謝、「ごめんなさい」という反省の心を養い、

素直で明るいこどもを育てます。 

◎ 押しつけではなく自分の力で気づく保育を。 

子どもの教育において重要な事は、子ども自身が体験し気づく事です。 

保育士が一方的に教えるのではなく、子どもが自主的に取り組める環境の

中で悩んだり迷ったり色々な事を体験し、子ども自身が答えを導き出して

いくことが大切です。そうすることによって、子どもは自分の力で考え行

動することを身につけ、同時に社会におけるじぶん自身の立場や責任を理
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解していきます。 

◎ ひとり一人の成長を大切にした保育を。 

園生活は子どもの為のものであり、子ども自身が楽しく充実したものでな

くてはなりません。やもすれば、保護者に見せるための教育となり、個性

やひとり一人の可能性を押さえつけてしまいます。当園では、子どもが自

己充実できるよう６０年に及ぶ研究と成果を基に、当園独自の保育指導を

しています。 

◎ よい教育はよい環境から。 

子どもをとりまく環境は、幼児教育の大切な要素です。その第一は、毎日

子どもと接する職員、保育士で、ひとり一人の子どもを温かく見守り、 

又、自らは人としての向上心を忘れず、相手を敬い、笑顔を絶やさない心

豊かな人であらねばなりません。子ども達が生活する園は、清潔で明るく、

心静かに落ち着いて園生活が送れるところでなくてはなりません。そうし

た環境を作る為、全職員が一致協力しています。 

 ⑶ 送迎 

 保護者による送迎。 

（ベビーカー・自転車等の預かりはしていません。） 

 ⑷ 食事の提供 

   児童の年齢に応じ、以下の時間帯に食事の提供を行います。 

 午前間食 昼食 午後間食 備考 

０歳児 １０時頃 １１時頃 １５時頃  

１歳児 １０時頃 １１時頃 １５時頃  

２歳児 １０時頃 １１時頃 １５時頃  

３歳児  １１時３０分頃 １５時頃  

４歳児  １１時３０分頃 １５時頃  

５歳児  １１時３０分頃 １５時頃  

  ※ 献立表は毎月別途お知らせします。 

  ※ 食物アレルギー等、体質に合わない食材があれば医師による申告書で

対応させていただきます。 

 

９ 利用料金 

⑴  特定教育・保育に係る利用者負担（保育料） 

   支給認定を受けた市町村に対し、当該市町村が定める保育料をお支払い 

いただきます。 

幼児は２０１９年１０月より実施の『幼児教育・保育の無償化』により保育料 

の徴収は ありません。 

 

⑵  保育の提供に要する実費に係る利用者負担金等 

⑴ に掲げる保育料のほか、入園要項に掲げる費用を当園にお支払いいた 
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だきます。お支払方法については、別途お知らせします。 

 

１０ 利用の開始に関する事項 

当園は市町村から保育の実施について委託を受けたときは、これに応ず 

るものとします。 

 

１１ 利用の修了に関する事項 

   当園は、以下の場合には保育の提供を終了いたします。 

⑴ 園児が小学校に就学したとき 

⑵ 子ども・子育て支援法第２４条第１項第２号又は第３号の規定により教育・

保育給付認定が取り消されたとき 

⑶ その他、利用の継続について重大な支障又は困難が生じたとき 

⑷ 園の保育理念や保育方針に賛同いただけないもしくは協力が難しい時 

⑸ 保育料や利用者負担金の滞納があるとき 

 

１２ 嘱託医 

   当園は、以下の医療機関と嘱託医契約を締結しています。 

⑴  内科医 

医 師 名 福永 泰広 

所  在  地 茨木市若園町３７－２９ 

  

⑵ 歯科 

医療機関の名称 岡田歯科医院 

医 院 長 名 岡田 隆夫 

所  在  地 茨木市真砂一丁目９－１６ 

電 話 番 号 ０７２－６３５－８２３２ 

 

 

１３ 緊急時の対応 

   お預かりしている園児に病状急変等の緊急事態が発生した場合には、保 

護者の指定する医療機関及び緊急連絡先等へ速やかに連絡を行います。 

 

１４ 要望・苦情等に関する相談窓口 

   当園では、要望・苦情等に係る窓口を以下のとおり設置しています。 

 

当園 

ご利用相談窓口 

・窓口担当者  園長、保育士 

・ご利用時間  １３：００～ １８：００ 

・電話番号   ０７２－６３０－１１００ 

 Ｆ Ａ Ｘ   ０７２－６３０－６６６３ 

 担当者が不在の場合は、当園職員までお申し出ください。 
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第三者委員 
阪口 幸人 電話番号 ０９０－８５２２－１９６１ 

末次 一美 電話番号 ０９０－３６２０－２９０９ 

  ※ 当園では、上記のほか、園内に要望・苦情等に係る投函箱を設置して

います。 

１５ 非常災害時の対策 

非常時の対応 別途に定める、消防計画書により対応いたします。 

園舎の耐火構造 耐火建築物 

防災設備 

・自動火災報知機  有  ・誘 導 灯    有  

・ガス漏れ報知機  有  ・非常警報装置   有 

・非常用電源    有   

・その他、カーテン、敷物、建具等の防炎処理  有 

避難・消火訓練  避難及び消火の訓練は、毎月１回以上実施します。 

 

１６ 利用者に対しての保険の種類・保険事故・保険金額 

  当園においては、以下の保険に加入していただきます。 

保険の種類 独立法人日本スポーツ振興センター保険 

保険の内容 災害共済給付 

保険金額（年額）  ３１０ 円（保護者負担・掛金は毎年見直し） 

 ※詳しくは、別途配布する「独立法人日本スポーツ振興センター保険加入 

  案内」を御確認ください。 

 

１７ 当園におけるその他の留意事項 

喫煙 当園の敷地内はすべて禁煙です。 

宗教活動、政治活動、 

営利活動 

利用者の思想、信仰は自由ですが、他の利用者に対する

宗教活動、政治活動及び営利活動はご遠慮ください。 

保育園に対して 保育の方針・園の方針に関する事での団体での活動の禁止 

就労証明書等の提出 

（２号・３号） 
園にも提出をお願いします。（別紙） 

 

 

 

 

本園の保育理念を十分にご理解下さり、園の保育方針にご協力下さる方のみ 

利用契約書に署名・捺印を頂き、ご入園下さいます様お願い申し上げます。 
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別 表  

 

１ 特定教育・保育の提供に要する利用者負担金（上乗せ徴収分、実費分） 

費用の種類 徴収の目的 納付額 

保育充実金（5才） 
習字・手作り絵本・衛生用品・遠足バス代など 月額 2、000

円 

〃（0才～4才） 
手作り絵本・衛生用品・遠足バス代など 月額 1、000

円 

教材費 持ち帰り絵本・季節の作品持ち帰り 月額  500円 

主食費 

（3・4・5才） 

副食費 

（3・4・5才） 

幼児主食費 
月額 2、000

円 

幼児副食費 

(年収、多子で免除の場合有) 

月額 4、500

円 

寝具リース代 

（５才なし） 
布団リース・布団乾燥・丸洗い 

月額 1、450

円 

振込手数料  月額   33円 

 

・５才クラスはスイミング代（約2、000円）を納入して頂きます。 

・５才クラスの宿泊保育代は（夏）約13、000円（冬）約13、000円別途 

実費徴収させていただきます。 

・入園時に乳児（０才）６３０円（ファイル代、納入袋、ゴム印、シール代） 

（１才）１,２３０円（ファイル代、納入袋、ゴム印、カラー帽子、シール代） 

（２才）２,９８０円（ファイル代、納入袋、ゴム印、カラー帽子、上靴、シール代） 

幼児（３、４、５才）約４０、０００円（用品代・制服代） 

・保険加入費用として学年はじめに 310円納入して頂きます。(価格変動有） 

 

２ 時間外保育に係る利用者負担金 

(1) 保育標準時間認定に係る時間外保育料 

・１８時３０分以降の利用は、延長保育料が必要になります。 

（土曜日は18時30分以降の保育はありません。登録制2、500円/1ヶ月） 

・ 延長登録されていない方の１８時３０分以降の利用はその都度 

（５００円/１５分）頂きます。 

 

(2) 保育短時間認定に係る時間外保育料 

   ・保育短時間認定の方は１６時３０分以降の利用は 

その都度（５００円／15分）頂きます。 

 


